
令和６年度 学校教育自己診断アンケート結果と分析について 

１．本校生徒・保護者・教職員、設問内容 

【本校生徒】 

設問のうち上位 2 区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 

問１ 学校へ行くのが楽しい 83%↓ 89% 問１１ 委員会活動や部活動に積極的に参加している 90% 90% 

問２ 先生はわたしたちの言うことをよく聞いてくれる 
95% 92% 

問１２ 授業でゆたかな心や人の生き方について考えること

がある 
87% 90% 

問３ 先生は授業を工夫して、よくわかるように教えてくれる 
97% 97% 

問１３ いのちの大切さや社会のきまりについて学習すること

がある 
95% 98% 

問４ 先生はわたしたち一人ひとりのことや障がいのことをわかってく

れている 
95% 91% 

問１４ 先生は、いじめについて私たちが困っていることがあ

れば真剣に対応をしてくれる 
95% 93% 

問５ 授業で自分の考えをまとめたり、発表することがある 84% 86% 問１５ 先生は、学校で体罰がないように、気をつけている 96% 96% 

問６ 授業でわからないことは、先生にききやすい 
94%↑ 88% 

問１６ 地震や火事などがおこった時、どうしたらよいかを教

えてもらっている 
97% 98% 

問７ 先生は、私たちが頑張っていることや困っていることを取り上げ

てくれる 
94% 90% 

問１７ 教室や特別教室・体育館などは授業や生活がしやす

いようにととのっている 
97% 96% 

問８ 先生は約束を守ってくれるし、なんでも相談できる 
89% 85% 

問１８ 担任の先生以外にも、保健室や生徒会室で気軽に

相談することができる先生がいる 
82% 81% 

問９ 卒業後の進路、仕事について考える授業がある 
95% 93% 

問１９ 学校は１人１台端末（I Pad）を効果的に活用してい

る 
95% 96% 

問１０ たまがわフェスティバルやパックツアー・宿泊行事など学校行

事は楽しい 
94% 91% 

問２０ 授業や行事で近くの学校や近所の人と交流すること

がある 
68% 67% 

   問２１ 学校のホームページを見ることがある 63%↑ 51% 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【本校保護者】 

設問のうち上位 2 区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 

問１ 子どもは学校へ行くのを楽しみにしている  92% 88% 問１４ 学校運営に、校長のリーダーシップが発揮されている 94% 93% 

問２ 学校は、進路や職業について適切な指導を行っている 
96% 97% 

問１５ 学校からは、地震や台風などの場合の対応について、

生徒や保護者に行動マニュアルが知らされている 
96% 92% 

問３ 学校は保護者のニーズを踏まえて、特色のある教育活動に取り組

んでいる 
99% 96% 

問１６ 学校は、施設・設備の点検、事故防止に配慮している 
98% 95% 

問４ 教職員は、子どもの障がいについて理解している 94% 93% 問１７ 学校は、保護者が授業を参観する機会を設けている 100% 100% 

問５ 子どもは、授業が楽しくわかりやすいといっている 
93% 91% 

問１８ 学校では、子どもに関するプライバシーが守られてい

る 
96% 99% 

問６ 学習の内容、学校生活の様子を懇談や学年だより、連絡帳などに

よって、知ることができる 
95% 95% 

問１９ 学校は、文書や学校ホームページを用いて、教育情報

について提供の努力をしている 
97% 95% 

問７ 教職員は、子どもの学習状況や努力を適切・公平に評価している 
96% 96% 

問２０ 学校は、保護者や地域の人たちから意見を聞く機会を

持っている 
93% 92% 

問８ 学校は、いじめについて子どもが困っていることがあれば真剣に対

応をしてくれる  
96% 97% 

問２１ 学校は、子どもが他の学校の子どもたちと交流する機

会を設けている 
80%↑ 74% 

問９ 保護者は、子どもの心身の健康や障がいの状況について、気軽に

学校に相談できる 
92% 94% 

問２２ 学校では PTA 活動が活発に行われている  
95% 93% 

問１０ たまがわフェスティバルやパックツアー、宿泊行事、修学旅行など

の学校行事は、参加しやすいように工夫されている  
98% 97% 

問２３ 個別の指導計画について、本人・保護者のニーズを踏

まえて作成し、適切な説明を行っている 
98% 97% 

問１１ 子どもは、積極的に委員会活動や部活動に参加している 
89% 88% 

問２４ 個別の教育支援計画について、本人・保護者のニー

ズを踏まえて作成し、適切な説明を行っている 
98% 97% 

問１２ 学校は、生命を大切にする心や、社会のルールを守るための指

導を行っている  
99% 97% 

問２５ 学校のホームページを見ることがある 
81%↑ 67% 

問１３ 教職員は、すべての教育活動において、子どもの人権を尊重した

指導を行っている  
96% 94% 

問２６ 学校は 1 人 1 台端末（i Pad)を効果的に活用してい

る 
93% 95% 



 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



【教職員】 

設問のうち上位 2 区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 

問１ 学校の教育について、教職員で日常的に話し合って

いる 
85%↓ 90% 

問１７ 各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、会

議の内容も学校運営に反映されている 
84%↑ 77% 

問２ 教育課程の編成に当たって学習指導要領の趣旨が

生かされている 95% 96% 

問１８ 日々の教育活動における問題意識や悩みについて、

気軽に相談しあえるような職場の人間関係ができて

いる 

81%↑ 73% 

問３ 教育活動全般にわたる評価を行い、次年度の計画に

生かしている 
89% 92% 

問１９ この職場においては教職員の服務規律への自覚が

高い 
81%↓ 86% 

問４ 学校は、教育活動全般について、生徒や保護者の願

いによく応えている 
96% 93% 

問２０ 事故、事件、災害等に対して迅速かつ適切な対処が

できるよう、役割分担が明確化されている 
97% 96% 

問５ 指導内容については、生徒の実態に合うように、教職

員間で話し合いがもたれている 
93% 89% 

問２１ 施設・設備について日常的に点検や管理が行われ

ている 
93% 92% 

問６ 学習形態の工夫・改善・評価の在り方について話し合

う機会がある 
84%↓ 90% 

問２２ コンピュータ等の ICT 機器が、各教科の授業などで

活用されている 
97% 96% 

問７ 自立活動指導に当たっては、生徒が興味をもって主体

的に取り組めるよう工夫している 
80% 82% 

問２３ 校内研修等を通して、初任者等、経験の少ない教職

員を学校全体で育成する体制がとれている 
89% 82% 

問８ この学校では、カウンセリングマインドを取り入れた生

活指導を行っている 
83%↑ 72% 

問２４ 教員の間で授業方法等について検討する機会を持

っている 
89%↑ 82% 

問９ 教育相談体制が整備されており、生徒は学級担任以

外の教職員とも相談することができる 
88% 92% 

問２５ 個人情報保護の観点から、生徒の個人情報に関す

る管理システムが確立している 
97% 97% 

問１０ 生活指導において、家庭や関係機関との連携ができ

ている 96% 96% 

問２６ 教育活動に必要な情報について、文書や学校ホーム

ページにより、生徒・保護者や地域への周知に努めて

いる 

97% 97% 

問１１ 生徒一人ひとりが興味・関心、適性に応じて進路選

択ができるよう、きめ細かい指導を行っている 
91%↑ 85% 

問２７ 教職員は PTA 活動に参加している 
64% 63% 

問１２ 教育活動において、生徒が命の大切さや社会のル

ールについて学ぶ機会をつくるよう配慮している 
95% 96% 

問２８ 個別の指導計画について、本人・保護者のニーズを

踏まえて作成している 
96% 94% 

問１３ 学校行事が生徒にとって魅力あるものとなるよう、工

夫・改善を行っている 
93% 96% 

問２９ 個別の教育支援計画について、本人・保護者のニー

ズを踏まえ作成し、保護者に開示し説明している 
99% 97% 

問１４ 生徒一人ひとりの人権を尊重し、体罰やセクシュア

ル・ハラスメントを防止し、日常の教育活動を行ってい

る 

92% 92% 

問３０ 個別の指導計画ならびに個別の教育支援計画と教

育課程や通知表等との関連を明確化している 96% 96% 

問１５ 学校の諸活動において安全指導が徹底している 96% 96% 問３１ ライフワークバランスはとれている 77%↑ 68% 

問１６ 学校運営に、校長のリーダーシップが発揮されてお

り、教職員の意見が反映されている 
77% 76% 

問３２ いじめ（疑いを含む）が起こった際の体制が整ってお

り、迅速に対応することができている 
93% 93% 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

２．本校のアンケート概要：設問数・回答数・回答率

R５年度 R６年度 R５年度 R６年度 R５年度 R６年度

生徒 21 179 177 166 174 93% 98%

保護者 26 179 171 153 161 85% 94%

教員 32 82 75 71 75 87% 100%

① アンケート対象　本校生徒・保護者・教職員

② アンケート期間　令和６年10月29日(火)～11月15日(金)

③ アンケート方式　

生徒　無記名。一人一台端末のiPadを使用。GoogleclassroomにGoogle　FormsのＵＲＬを添付し回答を集めた。

保護者　無記名。学校連絡システム「すぐーる」にて、アンケート依頼し、Google　FormsのURLを添付し回答を集めた。

教職員　学校連絡システム「すぐーる」にてアンケート依頼し、Google　FormsのURLを添付し回答を集めた。

設問数

対象数 回答数 回答率

 

 



３．共生生徒・保護者、設問内容 

【共生生徒】 

設問のうち上位 2区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。 

質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 

問１ たまがわ高等支援学校へ行くのが楽しい 
72%↑ 65% 

問１０ 授業でゆたかな心や人の生き方について考えるこ

とがある  
83%↑ 76% 

問２ 先生はわたしたちの言うことをよく聞いてくれる 
89% 88% 

問１１ いのちの大切さや社会のきまりについて学習するこ

とがある  
89%↑ 82% 

問３ 先生は授業を工夫して、よくわかるように教えてくれる 
94%↑ 88% 

問１２ 先生は、いじめについて私たちが困っていることが

あれば真剣に対応をしてくれる 
89%↑ 82% 

問４ 先生はわたしたち一人ひとりのことや障がいのことをわ

かってくれている 
94%↑ 82% 

問１３ 先生は、学校で体罰がないように、気をつけている 
100%↑ 88% 

問５ 授業で自分の考えをまとめたり、発表することがある 
83%↑ 71% 

問１４ 地震や火事などがおこった時、どうしたらよいかを

教えてもらっている 
100%↑ 88% 

問６ 授業でわからないことは、先生にききやすい 
94%↑ 76% 

問１５ 教室や特別教室・体育館などは授業や生活がしや

すいようにととのっている 
83%↑ 76% 

問７ 先生は、私たちが頑張っていることや困っていることを

取り上げてくれる 
94%↑ 76% 

問１６ 学校は 1 人 1 台端末を効果的に活用している 
67%↑ 59% 

問８ 先生は約束を守ってくれるし、なんでも相談できる 
89%↑ 71% 

問１７ 設置校の先生だけでなく、たまがわ高等支援学校

本校の先生にも、気軽に相談できる先生がいる 
72%↓ 82% 

問９ 卒業後の進路、仕事について考える授業がある 
83%↑ 71% 

問１８ たまがわ高等支援学校のホームページを見ること

がある 
28% 24% 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【共生保護者】 

設問のうち上位 2区分の合計数値が前年度と比較をして５％以上増減のあったものに↑・↓を記している。（有効回答数：14） 

質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 質問内容 Ｒ６ Ｒ５ 

問１ 子どもはたまがわ高等支援学校へ行くのを楽しみにしている 
93%↑ 60% 

問１３ たまがわ高等支援学校は、学校運営に、校長のリーダーシ

ップが発揮されている 
79%↓ 87% 

問２ たまがわ高等支援学校は、進路や職業について適切な指導

を行っている 93%↑ 80% 

問１４ たまがわ高等支援学校からは、地震や台風などの場合の

対応について、生徒や保護者に行動マニュアルが知らされ

ている 

79%↓ 87% 

問３ たまがわ高等支援学校は保護者のニーズを踏まえて、特色

のある教育活動に取り組んでいる 
86%↓ 100% 

問１５ たまがわ高等支援学校は、施設・設備の点検、事故防止に

配慮している 
86%↓ 93% 

問４ 教職員は、子どもの障がいについて理解している 
100% 100% 

問１６ たまがわ高等支援学校は、保護者が授業を参観する機会

を設けている 
100% 100% 

問５ 子どもは、授業が楽しくわかりやすいといっている 
92%↑ 80% 

問１７ たまがわ高等支援学校では、子どもに関するプライバシー

が守られている 
100% 100% 

問６ 学習の内容、学校生活の様子を懇談や学年だより、 連絡帳

などによって、知ることができる 
57%↓ 86% 

問１８ たまがわ高等支援学校は、文書や学校ホームページを用い

て、教育情報について提供の努力をしている 
86%↓ 93% 

問７ 教職員は、子どもの学習 状況や努力を適切・公平に評価し

ている ↓ 
100%↑ 93% 

問１９ たまがわ高等支援学校は、保護者や地域の人たちから意

見を聞く機会を持っている 
79%↓ 93% 

問８ 教職員は、いじめのない学習集団づくりに取り組んでいる  
100%↑ 93% 

問２０ たまがわ高等支援学校は、子どもが他の学校の子どもたち

と交流する機会を設けている 
86%↑ 80% 

問９ たまがわ高等支援学校は、子どもの心身の健康や障がいの

状況について、気軽に学校に相談できる 
93%↑ 87% 

問２１ 個別の指導計画について、本人・保護者のニーズを踏まえ

て作成し、適切な説明を行っている 
93% 93% 

問１０ 子どもは、積極的に授業等に参加している 
100%↑ 93% 

問２２ 個別の教育支援計画について、本人・保護者のニーズを踏

まえて作成し、適切な説明を行っている 
93% 93% 

問１１ たまがわ高等支援学校は、子どもの発達段階や実態に応じ

て生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てよ

うとしている 

93%↓ 100% 

問２３ たまがわ高等支援学校のホームページを見ることがある 

50% 47% 

問１２ 教職員は、すべての教育活動において、子どもの人権を尊

重する姿勢で指導にあたっている 
93%↓ 100% 

問２４ たまがわ高等支援学校は 1 人 1 台端末を効果的に活用し

ている 
４６%↓ 62% 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

43%

50%

7%
0%

問１ 子どもはたまがわ高等支援学校へ行くのを楽しみにしている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

64%

29%

7%
0%

問２ たまがわ高等支援学校は、進路や職業について適切な指導を

行っている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

57%

29%

14%

0%

問３ たまがわ高等支援学校は保護者のニーズを踏まえて、特色の

ある教育活動に取り組んでいる

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

50%

50%

0%

0%

問４ 教職員は、子どもの障がいについて理解している

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

38%

54% 8%
0%

8%

問５ 子どもは、授業が楽しくわかりやすいといっている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない

全くあてはまらない 無回答

43%

14%

43%

0%

問６ 学習の内容・学校生活の様子を懇談や学年だより、連絡帳など

によって、知ることができる

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

50%

50%

0%

0%

問７ 教職員は、子どもの学習状況や努力を適切・公平に評価してい

る

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

64%

36%

0%

0%

問８ 教職員は、いじめのない学習集団づくりに取り組んでいる

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

50%

43%

7%
0%

問９ たまがわ高等支援学校は、子どもの心身の健康や障がいの状

況について、気軽に学校に相談できる

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

50%

50%

0%

0%

問10 子どもは、積極的に授業等に参加している

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

43%

50%

7%
0%

問11 たまがわ高等支援学校は、子どもの発達段階や実態に応じて

生命を大切にする心や社会のルールを守る態度を育てようとしてい

る

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

50%

43%

7%
0%

問12 教職員は、すべての教育活動において、子どもの人権を尊重

する姿勢で指導に当たっている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

14%64%

21%

0%

問13 たまがわ高等支援学校は、学校運営に校長のリーダーシップ

が発揮されている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

43%

36% 21%

0%

問14 たまがわ高等支援学校からは、地震や台風などの場合の対

応について、生徒や保護者に行動マニュアルが知らされている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

36%

50%
14%

0%

問15 たまがわ高等支援学校は、施設・設備の点検、事故防止に配

慮している

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

86%

14%
0%

0%

問16 たまがわ高等支援学校は、保護者が授業を参観する機会を

設けている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない



 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

3．共生推進教室のアンケート概要：設問数・回答数・回答率

R５年度 R６年度 R５年度 R６年度 R５年度 R６年度

生徒 18 17 18 17 18 100% 100%

保護者 25 17 18 15 14 88% 78%

①　アンケート対象　共生推進教室生徒・保護者

②　アンケート方式　

共生生徒　登校時、Google　FormsのQRコードの読み取りを促し、回答を集めた。

共生保護者　無記名。共生保護者は、アンケートを配付し、回答を集めた。

回答数 回答率
設問数

対象数

 

29%

57% 14%

0%

問18 たまがわ高等支援学校は、文書や学校ホームページを用い

て、教育情報について、提供の努力をしている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

64%

36%

0%

0%

問17 たまがわ高等支援学校では、子どもに関するプライバシーが

守られている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

29%

50%
21%

0%

問19 たまがわ高等支援学校は、保護者や地域の人たちから意見

を聞く機会を持っている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

36%

50%
14%

0%

問20 たまがわ高等支援学校は、子どもが他の学校の子どもたちと

交流する機会を設けている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

43%

50%

7%
0%

問21 個別の指導計画について、本人・保護者のニーズを踏まえて

作成し、適切な説明を行っている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

36%

57%

7%
0%

問22 個別の教育支援計画について、本人・保護者のニーズを踏ま

えて作成し、適切な説明を行っている

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

14%

36%

43%

7%

問23 たまがわ高等支援学校のホームページを見ることがある

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない 全くあてはまらない

38%
8%

38%
15%

8%

問24 学校は１人１台端末を効果的に活用している

よくあてはまる ややあてはまる あまりあてはまらない

全くあてはまらない 無回答



４．分析 

・Google Forms と学校連絡システムを併用し、回答率が昨年度より上昇。また、「本校の取組み」をまとめた資料の添付により、回答のしやすさにつながったと思われる。 
生徒 98％（５％↗）、保護者 94％（９％↗）、教員 100％（13％↗） 
・「全くあてはまらない」の回答が、生徒、保護者、教員ともに減少したが、「よくあてはまる」の回答が、生徒のみ減少。全体的に肯定的回答（「よくあてはまる」、「ややあてはまる」）の回答は
増加しており、本校の取組みに一定の評価をいただいていると考えられる。 
 
以下、肯定的回答が５％以上増加または減少のあった項目の分析を示す。 
 
【生徒】 
○「学校へ行くのが楽しい」83%（６％↘） 
・入学してくる生徒の状況の変化も一因かと思われる。清掃・販売等の授業の指導の進め方を見直すとともに、学校経営推進費事業計画の新たな取組み等のバージョンアップをはかってい
きたい。 
○「授業でわからないことは、先生にききやすい」94%（６％↗） 
・カウンセリングスキルに関する研修を 7 月に実施したことなどが、良い結果に結びついたと思われる。 
○「学校のホームページを見ることがある」63%（12％↗） 
・学校の様子を積極的にアップしている校長ブログ、部活動ブログ、9 月から始めた Instagram に関心を持つ生徒が増えている。また、学校 HP に災害時安否確認フォームを開設し、試行
を行った際に HP へのアクセス機会が増えた可能性も考えられる。 
 
【保護者】 
・各質問項目に対し、肯定的な回答が 80％～90%以上で、肯定的な評価が増となった項目が半数以上となり、５％以上の減はなかった。上昇した項目を見ていくと、概ね、本校の教育活動
に対して、肯定的なご意見をいただいている。 
○「学校は、子どもが他の学校の子どもたちと交流する機会を設けている」80%（6%↗） 
・生徒会を中心とした交流機会の増加と、それらを積極的に情報発信したことが、この評価に繋がったと思われる。 
○「学校ホームページを見ることがある」81%（14%↗） 
・生徒に対する分析と同様（＊） 
 
【教職員】 
○「学校の教育について、教職員で日常的に話し合っている」85%（5%↘） 
○「学習形態の工夫・改善・評価の在り方について話し合う機会がある」84%（6%↘） 
・本校のマニュアルがある程度確立されていることもあるが、教員の対話は必要不可欠である。新しい取組みやテーマを絞った話し合いの機会を増やすなどの検討が必要。 
○「この職場においては教職員の服務規律への自覚が高い」81%（5%↘） 
・教職員同士がより高い服務規律をめざしていることも考えられるが、更なる分析が必要か。 
○「カウンセリングマインドを取り入れた生活指導を行っている」83%（11%↗） 
・臨床心理士によるカウンセリングスキル研修の成果が出たと思われる。 
○「生徒一人ひとりが興味・関心・適性に応じて進路選択ができるよう、きめ細かい指導を行っている」91%（６％↗） 
・新たに進路アンケートの取組み等で、生徒と対話する内容に厚みが出たことがポイント上昇に繋がっていると考えられる。 
○「各分掌や各部・学年間の連携が円滑に行われ、会議の内容も学校運営に反映されている」84%（7%↗） 
・学年、分掌、運営会議と意見集約や議論の順序立てが改めて確認され、スムーズな会議運営に繋がっていると考えられる。 
○「日々の教育活動における問題意識や悩みについて、気軽に相談しあえるような職場の人間関係ができている」81%（8%↗） 
・今年度から３人担任制を実施。教員同士の対話が増えたと思われる。 
○「教員の間で授業方法等について検討する機会を持っている」89% 
（7%↗） 

・時間割の中に教科（担当者）会議を週に１回設けたことで、よりよい授業実践に向けて検討を重ねる時間を持つことができたと考えられる。 
○「ライフワークバランスはとれている」77%（9%↗） 

・時間外勤務が年々減少。一斉定時退庁日も意識が高まっている。 

 
【共生推進教室】 
・Google Foam でのアンケート（QR コード読取り）により、生徒は 100%と、回収率を高く維持できた。保護者の回収率は 78%（10%↘）と低下。 
・有効回答者数が少ないため、前年度との比較による分析は厳しいものがあるものの、 
○「学習の内容、学校生活の様子を懇談や学年だより、連絡帳などによって、知ることができる。」57%（29%↘） 

については、本校での取組みや生徒の様子を伝える仕組み、アンケート方法（設問内容等）の検討が必要である。 
 

 

 

 

 


